
 

 

 

 ★ 会見事項 

１ 東京 2020 in Oyama サンクスイベントの開催について 

２ 令和４年度予算編成方針について 

３ 第２３回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in 富士山 総出品数及びノミネート者について 

４ 第２２回しずおか市町対抗駅伝大会について 

５ 小山高校インターンシップについて 

６ 北郷中学校 ３年生総合学習町への政策提言について 

７ 「自助、互助、共助」地域防災訓練の実施について 

８ 令和３年度 小山町社会福祉大会・記念講演会について 

９ 令和３年度 環境衛生大会について 

10 日本郵政株式会社との包括連携締結について 

11 統計功労者表彰式の開催について 

12 小山町中小企業等応援金申請状況について 

13 大胡田地区宅地分譲地の販売状況について 

14 町内定住者への奨学金返還支援制度創設について 

15 「おやまの謎解きミステリーツアー」の開催について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小山町定例記者会見 

 
人の動き（令和３年１1 月 1 日現在） 11 月 

人 口 17,886 人  （前月比‐17 人 ） 

世帯数  7,578 世帯（前月比‐ 5 世帯） 

令和３年 11 月 26 日（金） 

企画総務部 地域振興課 
 

◇次回の定例記者会見は 

１２月２１日（火）15：30 から 役場本庁３階 ３０１会議室で行う予定です 

※当初年間予定では 24 日（金）でしたが、町長公務のため変更します 
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

東京 2020 in Oyama サンクスイベントの開催について 

（小山町オリンピック・パラリンピック推進局） 

１ 概 要 

 東京 2020 大会自転車競技ロードの開催にあたり、ご協力いただいた多くの皆さまへの

感謝を込めて、サンクスイベントを開催します。 

 

２ 内 容 

と き  12 月 12 日（日）13 時～16 時 

ところ  小山町総合文化会館 （ステージイベントは金太郎ホール） 

詳 細  資料のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】オリンピック・パラリンピック推進局 ℡ 0550-70-3355 

資料  1 
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【資料 ①】 
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【資料 ②】 
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小山町定小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

令和４年度予算編成方針について 

（小山町総務課） 

１ 概 要 

第５次小山町総合計画の着実な推進を図るため、令和４年度予算編成方針を定めました。 

 

２ 内 容 

令和２年度一般会計決算は、歳入では、湯船原地区における企業団地の操業開始等によ

り、固定資産税が２千４百万円増加したものの、税制改正及び感染症の影響により、法人

町民税及び入湯税が大きく減少し、経常一般財源等は６千 1 百万円の減額となりました。 

歳出では、会計年度任用職員制度への移行、御殿場市・小山町広域行政組合負担金の増

になどより、経常的経費全体は２億３千万円の増額となりました。 

これらの結果、経常収支比率は９０．２％と対前年比５パーセント上昇し、政策的に経

費に必要な財源を安定的に確保することが難しい状況となり、「財政の硬直化」が進んで

います。 

このような中、令和４年度の財政見通しでありますが、歳入では、企業立地による固定

資産税の増収が引き続き見込まれるものの、法人・個人町民税が落ち込むものと見込んで

おり、令和３年度当初予算に比べ１億１千万円、1.6％の増を見込みます。歳出では、人件

費、扶助費、公債費等を加えた義務的経費等は、令和３年度当初予算に比べ２千万円、0.3％

の減を見込みます。 

しかし、令和４年度実施計画における事業をすべて実施した場合、１１億９千万円の不

足が生じる見込みとなっております。 

一方で、第５次小山町総合計画の着実な推進のためには、事業の優先度に応じ、重点事

業として特定目的基金の繰入により調整することとしますが、特定目的基金の残高の状況

から、持続可能な財政運営を構築するため、地域産業立地事業費補助金等への繰入を除き、

令和４年度の特定目的基金繰入額は５億円程度に抑制することとします。 

このため、６億９千万円余の財源不足が生じることとなりますが、ふるさと納税、企業

版ふるさと納税の活用、国、県補助及び各種助成制度及び地方債や交付税措置の活用など

歳入確保に取り組むこととします。また、歳出では、義務的経費の見直しに加え、町単独

事業の抑制、先送り、見直しにより対応することとします。 

 

（別添資料「令和４年度予算編成方針」） 

 

資料 3  資料  2 
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※参考：小山町一般会計予算規模の推移            単位：千円 

年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算 10,600,000 12,480,000 15,230,000 10,940,000 11,460,000 

伸び率 10.6％ 17.7％ 22.0％ △28.2％ 4.8％ 

町税予算 3,740,260 3,780,110 3,879,810 3,900,810 3,787,400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】総務課 財政管財班 ℡ 0550-76-6132 
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小山町定例記小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

第２３回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in 富士山 総出品数及びノミネート者について 

（米・食味分析鑑定コンクール：国際大会 in 富士山実行委員会事務局） 

（小山町農林課） 

１ 概 要 

11 月 27 日（土）に小山町総合文化会館にて無観客で開催される、第 23 回米・食味分析

鑑定コンクール：国際大会 in 富士山の総出品数は、5,141 検体となりました。 

小山町の生産者である遠藤博雄様が国際総合部門、勝俣哲男様が都道府県代表お米選手

権部門においてノミネートされており、当日の食味官能審査に進んでおります。また、足

柄小学校が小学校部門の特別優秀賞を受賞しております。 

 

２ 内 容 

今大会の各部門のノミネート者については、米・食味鑑定士協会のＨＰに公表されてお

り、小山町の生産者である遠藤博雄様（品種：コシヒカリ）が国際総合部門にて、勝俣哲

男様（品種：歓喜の風）が都道府県代表お米選手権にてノミネートをしております。また、

足柄小学校（品種：コシヒカリ）が小学校部門特別優秀賞を受賞しております。 

大会当日には、それぞれの部門で金賞を決定する食味官能審査（実食による最終審査）

が実施されます。（小学校部門については、食味審査はありません。）今年度も昨年度と同

様に、小山町内の生産者が金賞を受賞できますよう応援していただければと思います。 

 今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から無観客での開催となり、会場内

への入場はできませんが、会場の雰囲気を味わっていただけるよう YouTube の専門チャン

ネルを開設しております。大会当日の会場の様子や研究発表、高校生によるお米の PR に

関するプレゼンなどを配信いたしますので。是非ご確認ください。 

 

【YouTube で検索「米コン＃２３」】 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】農林課 農業班 ℡ 0550-76-6121  

資料 3  資料  3 
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小山町定小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

第２２回しずおか市町対抗駅伝大会について 

（小山町教育委員会 生涯学習課・NPO 法人小山町体育協会） 

１ 概 要 

12 月４日（土）に開催される「第 22 回静岡県市町対抗駅伝競走大会」への小山町の出

場選手が決定しました。今大会も素晴らしい選手が集まり、町の部優勝を目指して練習を

重ねています。 

当日は、テレビやラジオを視聴しながらの応援をお願いいたします。 

 

２ 内 容 

と き   12 月 4 日（土） 10:00 スタート 

ところ   静岡県庁本館前～清水清見潟公園～草薙陸上競技場 

代表選手  21 人       ※当日出走者は 12 人 

山本 翔
と

彩
あ

 須走小４年 妹尾 祐
ゆう

聖
せい

 東海大翔洋高１年 

勝間田 陽気
は る き

 北郷小６年 岩田 大和
や ま と

 沼津東高２年 

稲  勇斗
ゆ う と

 足柄小６年 千葉 妃
ひめ

華
か

 東海大翔洋高２年 

堀江 咲花
さ く は

 北郷小５年 妹尾 晴
はる

華
か

 東海大翔洋高３年 

阿部 真唯奈
ま い な

 北郷小６年 熊谷 誠弥
ま さ や

 陸自富士学校 

荒井 美
み

優
ゅう

 須走中１年 須藤 宏皓
ひろあき

 陸自富士学校 

杉山 未来
み く

 小山中１年 藤本  優
ゆう

 陸自富士学校 

杉山 颯人
は や と

 小山中２年 宗像
むなかた

 愛実
ま な み

 陸自第 105 全般支援大隊 

田中 蓮
れん

大
た

 北郷中３年 髙山 将司
ま さ し

 陸自富士学校 

千葉 仁人
ま さ と

 須走中３年 綱村 尚昭
なおあき

 陸自富士学校 

山口 紘
こう

太郎
た ろ う

 御殿場西高１年  

 

３ 小山町選手団壮行会 

とき・ところ 11 月 30 日（火）19:00 開会・総合文化会館菜の花ホール 

 

４ 小山町選手団報告会 

とき・ところ 12 月 4 日（土）17：00 開会・総合文化会館菜の花ホール 

 

【問合せ】生涯学習課 生涯学習班 ℡ 0550-76-5722 

NPO 法人小山町体育協会 ℡0550-76-7511  

資料  1 資料  4 
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

小山高校インターンシップについて 

（小山町教育委員会 こども育成課） 

１ 概 要 

県立小山高等学校の１年生 97 人全員のインターンシップを小山町役場で受け入れ、町

の将来を支える人材確保や町政への理解促進を図ります。 

 

２ 内 容 

小山町内唯一の高校である県立小山高等学校（宮坂 美基夫 校長）の町における存在

意義を高めるため、平成 27 年度に、小山高等学校の生徒８人をインターンシップとして

小山町役場で受け入れました。平成28年度からは１年生全員を受け入れ実施しています。 

同校卒業生は、一般企業のみならず、官公庁、教員、保育士、看護師となり、地元に貢

献、活躍しています。これまでも、小山高等学校の卒業生が、小山町役場の職員として採

用されています。インターンシップの更なる充実は、将来の小山町を支える人材の確保に

つながるものであり、小山高等学校における教育の充実に寄与するだけでなく、地元高校

生徒（とその保護者）に小山町役場で働く職員の生の姿、その職責等を認知してもらい、

町政への理解を深められることも期待されます。 

（実施内容） 

１ 受け入れ人数  小山高等学校 1 年生全員（97 人） 

２ 受け入れ期間 

  【各課での業務】 

  ①12 月 6 日（月）終日～12 月 7 日（火）午前 

   ＊12 月 7 日（火）午後は企業見学 

（信濃高原食品富士小山工場・サンファーム富士小山） 

  ②12 月 7 日（火）終日～12 月 8 日（水）午前 

   ＊12 月 8 日（水）午後は企業見学 

（信濃高原食品富士小山工場・サンファーム富士小山） 

  ③12 月 9 日（木）終日，12 月 10 日（金）午後 

   ＊12 月 10 日（金）午前は企業見学 

   （信濃高原食品富士小山工場・サンファーム富士小山） 

 

 

【問合せ】こども育成課 学校教育班 ℡ 0550-76-6122  

資料 3  資料  5 
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【資料①】   

実施日・クラス
①１１ＨＲ

１２月６日（月）
１２月７日（火）

②１３ＨＲ
１２月７日（火）
１２月８日（水）

③１２ＨＲ
１２月９日（木）
１２月10日（金）

受入
合計数 備      考    業　務　内　容

住民福祉課 8 8 16

【業務】
４人×３グループでマイナンバーカード広報コンテンツの制作
採用されたコンテンツは、町が広報ツールとして活用する。
【講義】
・マイナンバーカード、国民健康保険業務、福祉に関する講義

介護長寿課 3 3 3 9

①講座　・町の高齢者の現状とフレイルについて
　　　　　 ・認知症サポーター養成講座
②認知機能低下予防事業の「元気塾」の様子を紹介
③一般介護予防教室や高齢者居場所、町内高齢者施設等で活用できるオリジナル介護予防
グッズを高校生の目線で企画し制作する

フロンティア推進課 2 2 4
小山町に進出する企業を知る
進出企業の工事現場・現地見学
企業誘致活動学習

都市整備課 2 2 現場作業あり
①建築物耐震対策事業（TOUKAI-0）
②公園等管理業務
③地域優良賃貸住宅の維持管理

企画政策課 5 5 5 15
イラストが得意な生徒
希望

【目的】
・小山高校生向けのコミュニティバス利用促進とSDGsの普及・啓発
【業務内容】
・コミュニティバスお出掛けマップの作成
・SDGsの啓発パネル作成（12か月分）

商工観光課 2 2 4
①所管施設の巡回
②道標の修繕（色塗り）
全般：観光振興班・商工班の事務、作業補助

地域振興課 3 3 シティプロモーション企画、同報無線放送、広報おやま取材　など

税務課 3 3
①確定申告啓発用資料・動画等作成
②個人住民税 R03申告書ファイリング

上下水道課 2 2 男子生徒希望

①水源地・配水場の巡回、工事現場の立会確認
②須走浄化センターの施設見学
③下水道マンホールポンプ清掃
④検針業務の補助　など

オリンピック
パラリンピック推進局 2 2 女子が望ましい

12月12日開催予定の「オリパラ・サンクスイベント」の準備作業
（配布物等の準備作業）

総務課 2 2 4
給与事務
12/6・7(2名)給与事務【時間外チェック、出役表チェック】
12/9.10（2名）給与事務【年末調整書類チェック】

くらし安全課 3 3 女子生徒希望

①おやまテレビ 「消費生活センターからのお知らせ【それってヤバイ？消費者ト
ラブルに注意！】」 の収録
②不法投棄の巡回パトロール
③交通安全キャンペーン

建設課 2 4 6
①外路灯点検、台帳整備
②町道の点検及び補修

こども育成課 2 2
①するがおやまこども園の運営補助
②こども育成班の事務作業補助

危機管理局 4 4 男女各２人
①防災倉庫の整理
②防災システム研修
③町内避難所の確認

生涯学習課 3 3
①図書館業務支援
②文化会館業務支援、総合体育館業務支援・トレーニング室体験
③パークゴルフ体験
④町内文化財視察

消防本部 5 3 8

（御殿場消防本部）
①交代要領見学、消防車両、車両説明
②施設見学　　　　　
③ロープ検索訓練
④救急法（応急処置）訓練
⑤放水訓練
⑥署長講話

人口政策推進室 2 3 2 7
事前に小山高校生にアン

ケートを実施

若者の意識調査と分析（アンケートの入力と分析レポート）
・人生シミュレーション（どのようなライフデザインをしているか？）
・パートナーチョイス（結婚・恋愛・友人などの各理想の相手は？）
等のアンケートを入力・分析しレポート作成、結果を公表します

合計 32 33 32 97

小山高校参加数 32 33 32 97

令和３年度　小山高校インターンシップ　計画及び各所属業務内容
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【資料 ②】

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
１１
HR

各課にて
活動

企業見学

１３
HR

各課にて
活動

企業見学

１２
HR

企業見学
各課にて

活動

○企業見学；信濃高原食品株式会社 様  ，株式会社サンファーム富士小山 様

令和３年度 小山高校１年生インターンシップ スケジュール

12月6日 12月7日 12月8日 12月9日 12月10日
月 火 水 木 金

各課にて活動

各課にて活動

各課にて活動
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

北郷中学校 ３年生総合学習町への政策提言について 

（小山町教育委員会 こども育成課） 

１ 概 要 

昨年度に引き続き、北郷中学校の３年生は「総合的な学習の時間」の中で、地域（小山

町及び北郷地域）について学習することとし、さらに、知ったことや考えたことを生かし

て、より住みやすい地域をつくるために提言をしていくこととしました。 

その一環として、本年６月８日（火）の授業の１時限の中で、小山町教育委員会職員が

中学校へ出向き、小山町の成り立ち、町の行政のしくみ、町の施策等の講話を行いました。 

この度、さらに学習等を深め、それぞれに考えた提言の中から６つの提言を選び、生徒代

表が町へ次のとおり報告することとなりました。 

 

２ 内 容 

と き   12 月 2 日（木）13:40～  

ところ   町長応接室 

出席予定者 町長、教育長、 

生徒代表、校長、学年主任、 

教育次長、こども育成課長、専門監 

進 行   ・校長あいさつ 

・生徒から提言報告 

・町長からの話 

・教育長からの話 

・意見交換  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】こども育成課 学校教育班 ℡ 0550-76-6122  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

「自助、互助、共助」地域防災訓練の実施について 

（小山町危機管理局） 

１ 概 要 

町は、突然発生する地震を想定して、自主防災組織が中心となって、地域の特性に応じ

た実践的な突発対応型訓練を、新型コロナウイルス感染症対策に留意して実施します。今

年度は、明倫地区をモデル地区として合同訓練を行います。 

 

２ 内 容 

■明倫地区合同訓練 

と き  12 月 5 日（日） 10:00～12:00 

（各区の訓練を 9:00 から実施、終了後モデル地区７区が集合して 10:00 から開始） 

ところ  明倫小学校 体育館（小山町菅沼 627） 

対 象  南藤曲区、茅沼区、菅沼区、坂下区、谷戸区、大脇区、原向区 

     概ね 70 人 

訓練の概要 

・各区の自主防災会が、9:00 の地震発生の想定（サイレン吹鳴）でそれぞれの計画に 

 より訓練を実施します。 

・明倫小学校で実施する合同訓練は、上記の訓練の後、モデル地区の自主防災会役員等が 

人数を制限して集合し、災害対策本部長（町長）の訓話の後、避難所の構成や煙体験 

ハウスを使用した避難訓練などを実習します。 

・訓練関係者 

㈱駿河調査設計、御殿場警察署、板妻駐屯地自衛隊、御殿場保健所、小山町消防団、 

小山消防署、町職員など 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】危機管理局 ℡ 0550-76-5715  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

令和３年度 小山町社会福祉大会・記念講演会について 

（小山町社会福祉協議会・小山町住民福祉課） 

１ 概 要 

社会福祉大会は、多年にわたり地域福祉活動の発展に功労のあった方々を表彰し、なお

一層の活躍を期待するとともに、住民主体による助け合い活動など、地域福祉のさらなる

充実をめざす機会として開催しています。 

また、人権尊重思想の普及と高揚を図ることにより、一人ひとりの人権意識を高め、人

権問題に対する正しい知識を広めていくための講演会を開催します。 

 

２ 内 容 

と き  12 月 11 日（土） 13:30～16：10（開場 12:45） 

       第１部（表彰式典）13:30～ 

       第２部（講演会）  14:40～ 

会 場  小山町総合文化会館 金太郎ホール 

講演会  「親が認知症になった時 ～認知症の親とどう接するか～」 

 講 師  寺田 理恵子 氏（フリーアナウンサー） 

 入場料  無料（入場証が必要です。）   

      ※入場証は、小山町社会福祉協議会へ指定の申込用紙でファックスするか 

電話、または直接窓口にてお申込み下さい。 

      ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、中止またはオンラインになる 

場合があります 

 ※小山町ふれあい広場を 12 月 2 日（木）～12 月 11 日（土）まで総合文化 

会館１階ロビーにて展示形式で開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】小山町社会福祉協議会 ℡ 0550-76-9906 

     住民福祉課 福祉班 ℡ 0550-76-6661  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

令和３年度 環境衛生大会について 

（小山町くらし安全課） 

１ 概 要 

小山町環境衛生自治推進協議会(環自協)は、各区から推薦された委員で構成され、自

主的な地域活動を通じて、環境衛生の向上及び推進を目的として活動していただいてお

ります地域の環境保全及び環境美化活動に功績のあった個人３名、団体１団体の表彰を

行います。 

あわせて、10 月 22 日に県庁で、代表者のみの出席で開催された、第６０回 静岡県環

境衛生大会において、静岡県環境衛生自治推進協会連合会会長表彰で環境衛生組織育成

功労者の表彰を受けられた棚頭区の小島常譽様への伝達式を行います 

 

２ 内 容 

と き  12 月 22 日（水）14:00～ 

ところ  役場２階 大会議室 

 

■環自協表彰                      

・大室 さか子 さん 

平成１９年から１４年間にわたり、須走なかよし公園において、２箇所のトイレ内掃除

と、用具庫の整理整頓、清掃活動を実施されている。 

無償によるその働きぶりは、地域住民の誰もが知るところであり、誉とするところでも

あります。早朝の犬の散歩の途中に愛犬を待たせて清掃活動を実施されているほほえま

しい姿は、ランニングやウォーキングを楽しむ方々からも清々しい気分にさせてくれる

と好評を博しております。 

 

・田代 あつ子 さん 

平成２５年より、「足柄ふれあい公園」内花壇の手入れを四季を通し続けている。 

一昨年より足柄地区内に「花の会」を立ち上げ、現在６名のメンバーにて維持管理をボラ

ンティアで継続している。 

あしがら温泉、足柄支所、ＪＡ足柄支店等に生花を週一回提供し、職員や来客者の目を

楽しませている。 

地域の環境美化に取り組む姿勢は他の模範となっている。 

 

資料  9 
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・前澤 弘 さん 

令和元年９月より、藤曲坂下（成美小学校下）の町道の清掃を毎月１～２回実施、毎朝

ウォーキングしながら、自宅周辺地区のたばこの吸い殻やマスク等のごみを回収してい

る。 

令和２年１月より、県道山中湖小山線の湯船入口交差点からハイテクパーク付近まで

の上下線に放置されたポイ捨てごみの回収を毎月１回行っている。 

 美化清掃活動を進んで努めており、区民の模範となりうる行為である。 

 

・棚頭区 老人会 （代表 広海 通穂 さん） 

約４０年にわたり、棚頭産神社の境内や社務所、コミセンの清掃を行い、区民がいつで

も気持ち良く使えるようにしている。 

棚頭工専ができた時は、道路脇にアジサイの植栽を実施した。現在も、コミセン周辺の

花壇に四季折々の草花を植え、区民の目を楽しませており、環境美化に貢献している。 

 

 

■静岡県環境衛生自治推進協会連合会会長表彰 

・小島 常譽 さん 

６年間廃棄物減量等推進員として、ゴミの分別指導や地域の環境美化に積極的に取り

組み、環境衛生の向上及び推進に尽力された。また１４年間環境衛生自治推進協議会委員

として協議会の運営にあたった。平成１９年から５年間は、会長を務められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】くらし安全課 くらし安全班 ℡ 0550-76-6130  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

日本郵政株式会社との包括連携締結について 

（小山町企画政策課） 

１ 概 要 

町は、日本郵便株式会社と、相互に連携することで、地域における様々な課題に迅速か

つ適切に対応し、地域住民のサービス向上及び地域の活性化を図ることを目的に、幅広い

分野での包括連携協定を締結することになりました。 

  つきましては、協定締結式を次のとおり開催いたします。 

 

２ 内 容 

と き  12 月 14 日（火）14:00～ 

ところ  小山町役場本庁３階３０２会議室 

出席者  ○日本郵便株式会社 

     ・執行役員 東海支社長  中井 克紀 様 

     ・副主幹地区統括局長 東駿河地区統括局長 裾野岩波郵便局長 

  勝又 一明 様 

     ・御殿場郵便局長  春日井 秀世 様 

     ・駿東部会部会長 玉穂郵便局長  勝間田 真資 様 

     ・北郷郵便局長  長田 裕史 様 

     ○小山町 

     ・小山町長    池谷 晴一 

     ・副町長     大森 康弘 

     ・教育長     髙橋 正彦 

     ・企画総務部長  小野 一彦 

式進行  （１）出席者紹介 

     （２）協定内容の説明 

     （３）協定書締結 

     （４）挨拶 

     （５）記念撮影 

 

 

 

【問合せ】企画政策課 企画班 ℡ 0550-76-6133  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

統計功労者表彰式の開催について 

（小山町地域振興課） 

１ 概 要 

統計の発展に長年ご尽力いただいた統計功労者（統計調査員）を表彰する、静岡県統計

功労者表彰式が 11 月 26 日（金）に静岡市で開催されました。小山町からは、３名の統計

調査員が表彰されました。 

 

２ 内 容 

と き  11 月 26 日（金）13:30～ 

ところ  しずぎんホール ユーフォニア（静岡市葵区追手町 1 番 13 号） 

主 催  静岡県、静岡県統計協会 

受賞者  統計功労表彰（調査員 223 名 調査対象事業所 33 事業所） 

     統計グラフコンクール（小学生、中学生 29 名、優秀校 5 校） 

■小山町受賞者紹介                      

・静岡県統計功労表彰       受賞者  池谷
い け や

 惠子
け い こ

 さん 

昭和 60 年から各種統計調査に従事され、国勢調査、経済センサス-活動調査、住宅・土

地統計調査など、46 回の調査従事実績を持つ。提出される調査票等は、正確に整理され

ており、他の模範となっている。他の調査員や調査対象からの信頼も厚く、その功績は顕

著である。 

・総務大臣表彰（小売物価統計調査）受賞者  室伏
むろふし

 文代
ふ み よ

 さん 

平成 25 年から、小売物価統計調査員として従事されている。小売物価統計調査は、毎月

調査を行う経常調査で、生鮮食品などの商品の小売価格、アパートなどの家賃調査を行う

ものであり、消費者物価指数その他物価の動向及び構造に関する基礎資料を得るために

必要な調査である。室伏調査員は、調査対象からの信頼も厚く、調査も正確であるため、

その功績は顕著である。 

・総務大臣表彰（令和２年国勢調査（調査員）） 受賞者 糸賀
い と が

 美野
よ し の

さん 

平成 25 年から現在に至るまで毎年、各種統計調査に従事され、活躍されている。令和２

年国勢調査では、コロナ禍の調査ではあったが、調査票配布から、督促業務に至るまで綿

密な準備と計画に基づき滞りなく調査されていた。調査対象や、国勢調査指導員からの信

頼も厚く、その功績は顕著である。 

 

 

【問合せ】地域振興課 広報広聴班 ℡ 0550-76-6135  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

小山町中小企業等応援金申請状況について 

（小山町商工観光課） 

１ 概 要 

令和３年８月８日以降に適用された、まん延防止等重点措置及び緊急事態宣言措置に

伴う飲食店への休業・時短要請、不要不急の外出自粛等の影響を受けた町内中小企業等の

事業継続を支援するため、売上が減少した中小企業等に対し、応援金を１１月１日から支

給しています。 

 

２ 内 容 

（１）応援金の交付対象 

 ■一般枠    ①飲食店への時短要請の影響を受けているもの 

    ②外出自粛等の影響を受けているもの 

 ■酒類事業者枠 酒類の提供停止要請に応じた飲食店との取引により影響を 

          受けている酒類製造・販売事業者 

（２）支給の要件 

 ■一般枠    2021 年 8 月又は 9 月の売上が、2020 年又は 2019 年の同月と比較 

         して 30％以上減少していること  

 ■酒類事業者枠 ①2021 年の 8 月又は 9 月の売上が、2020 年又は 2019 年の同月と 

           比較して 30％以上減少していること 

           ②2021 年の 8 月又は 9 月の売上がその前の月を含めて 2 か月連続 

           して 15％以上減少していること 

（３）交付金額 

［2020 年又は 2019 年 8 月(9 月)の売上］－［2021 年 8 月(9 月)の売上］ 

■一般枠 中小法人 上限１０万円 個人事業者 上限５万円 

  ■酒類事業者枠 

 

 

 

 

  

売上減少割合 中小法人等 個人事業者 

30%以上 50%未満 20 万円 10 万円 

50%以上 70%未満 20 万円 10 万円 

70%以上 90%未満 40 万円 20 万円 

90%以上 60 万円 30 万円 
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（４）交付件数・交付金額（R3.11.19 時点）  予算額：18,000 千円 

種 別 事業規模 交付件数(件) 交付金額(千円) 

一般枠 
中小企業 １０ １００ 

個人事業主 １１ ５５ 

酒類事業者枠 個人事業主 ４ ６００ 

 

（５）申請受付期間 令和３年１１月１日(月)～令和４年２月２８日(月)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】商工観光課 商工班 ℡ 0550-76-6114  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

大胡田地区宅地分譲地の販売状況について 

（小山町人口政策推進室） 

１ 概 要 

10 月 27 日から分譲開始した大胡田地区宅地分譲地について、全９区画のうち６区画で

購入予定者が決定しました。残り３区画については引き続き先着順で購入者を募集して

います。 

また、その他の町分譲地については、宮ノ台分譲地が残り４区画となっており、引き続

き公募を受け付けています。 

これまでに町が整備した分譲地は計 113 区画で、そのうち売買済みが 99 区画、申込み

済みまで含めると 106 区画まで販売活動が進んでいます。 

 

２ 内 容 

（１）分譲地名 大胡田地区宅地分譲地 

（２）区 画 数 ９区画（購入予定者６区画決定、残り３区画受付中） 

（３）公募方法 町ホームページにある分譲案内をよく確認した上で、必要書類を 

人口政策推進室へ提出（先着順で受付） 

 

３ これまでの町分譲地の販売状況 

分 譲 地 名 区画数 
販売状況 

販売数 備 考 

Ａ 須走緑ヶ丘（緑ヶ丘） 14 14 完 売 

Ｂ ヒルズ銀杏（大胡田） 6 6 完 売 

Ｃ クルドサック 16（南藤曲） 16 16 完 売 

Ｄ ヒルズ YOUSAWA（用沢） 19 19 完 売 

Ｅ わさび平分譲地（用沢） 36 36 完 売 

Ｆ 宮ノ台地区（藤曲） 13 
9 

（うち申込１） 

残り 4 区画 

（R1.10 月分譲開始） 

Ｇ 大胡田地区（大胡田） 9 
6 

（うち申込 6） 

残り 3 区画 

（R3.10 月分譲開始） 

計７地区 113 
106 

（うち申込 7） 
残り 7 区画 

【問合せ】人口政策推進室 ℡ 0550-76-6159  
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

町内定住者への奨学金返還支援制度創設について 

（小山町人口政策推進室） 

１ 概 要 

若者のＵターンや流出抑制を図るため、町内に居住し、就労して自ら奨学金を返還する

小山町出身者等に助成する制度を創設します。 

２ 内 容 

要件等 助成内容 

対 象 者 ・小山町出身者（高校卒業時に本町に住所を有していた者。遠隔地高校の

寮への入所などは保護者の住所で確認）又は県立小山高校に通学してい

た者で、町内に居住している者 

・就労し（非正規雇用や家業従事者、起業者も含む）、大学、短大等や高

等学校の在学時に対象奨学金の貸与を受け、自らが返還している。 

・令和元年度以降に大学等を 27 歳以下で卒業し申請時点で満 33 歳以下 

就労状況 ・事業所に雇用され就業している（事業所の勤務証明書添付） 

・非正規雇用の場合は、概ね週 40 時間程度の就労をしているなど正規雇

用に準じる就労者は対象とする。 

・起業や事業承継により自らが事業主となる場合、確定申告書の写しや登

記事項証明書等により事業活動が確認できる場合は対象とする。 

対象とする

奨学金 

・小山町育英奨学資金（卒業１年後の４月から返還開始） 

・日本学生支援機構（卒業後 10 月から返還開始）の第一奨学金及び第二

奨学金の元金 

・上記に準ずる町長が認める奨学金 

助成金額 ・10 月 1 日から９月 30 日までの 1 年間に返還した対象奨学金の 2/3 

・年間上限額 大学・短大等：12 万円、高校：年間上限 6 万円 

（1,000 円未満切捨て） 

・ただし、令和 3 年 4 月 1 日以降の返還金額を対象 

助成期間 ５年間（最大 60 万円） 

助成開始 令和 4 年 1 月以降申請受付 →令和 3 年度から助成 

３ その他 

・本年 12 月に施行予定 

・町ＨＰ等で申請方法等の詳細を告知 
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小山町定例記者会見 

令和３年１１月２６日 

 

「おやまの謎解きミステリーツアー」の開催について 

（小山町人口政策推進室） 

１ 概 要 

コロナ禍において、ますます交流機会が失われている方々に対し、小山町の商店街を周

遊しながら謎解きに挑み、自然に交流できる場を提供し、結婚や恋愛に関する機運を高め

ていただくイベントを開催します。 

 

２ 内 容 

と き  12 月 19 日（日） 午前の部・午後の部の２回 

ところ  小山町役場周辺市街地 

対 象  20～30 代の独身者 

定 員  先着 50 名（2 回合計） 

12 月 3 日（金）まで、インターネットの応募フォームから申し込み 

内 容  市街地を周遊する謎解きミステリーツアー方式 

      MAP やヒントに基づきキーワードと証拠写真を集めながら移動 

      ゴールで再度チーム分けし、最終ヒントを探して回答を決定 

      交流会内で正解発表・優勝チーム表彰など 
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【参考資料 パンフレット】 

 

 


